
 

 

  平成 21 年７月２日 

 

各  位 

        

 
 
 
 
 
 

 

「2009 年５月期 連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 21 年５月期 決算短信」に関する補足説明の資料として、添付の「2009 年５月期 連結業

績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士または監査法人の関与はございません。 
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• マスタ テキストの書式設定

• 第 2 レベル

• 第 3 レベル

• 第 4 レベル

• 第 5 レベル

20020099年年55月月期期 連結連結業績概要業績概要

20020099年年７７月月２２日日
アスクル株式会社アスクル株式会社

「ソロエル」をはじめとする次世代ビジネスモデルは計画通り進捗
成長初期段階へ移行

～１１/５期以降は、「ソロエル」の黒字化により、売上高、利益共に大きな成長段階へ～
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ⅠⅠ 09/09/５期の実績と５期の実績と
10/10/５期以降の見通し５期以降の見通し

ⅡⅡ 10/10/５期施策と業績見通し５期施策と業績見通し

ⅢⅢ 09/09/５期業績概要５期業績概要
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アスクル 現在のステージ

～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高、営業利益の推移

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

ｵﾌｨｽ･ﾃﾞﾎﾟ (96/５月)
ｵﾌｨｽ･ﾏｯｸｽ(97/11月)

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

（億円）

外資大手
日本進出

009/9/５５期第３四半期開示期第３四半期開示資料資料改訂改訂

07～09/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

05～06/５期
（持続的成長）

コクヨ (00/10月)

大塚商会
ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ等
企業一括電子
購買システム

先行優位性
確立のための

先行投資

文具ﾒｰｶｰ
最大手参入

事務機大手
本格参入

ソロエル
第１号ユーザー

稼動開始（08/04）

先行優位性
確立のための

先行投資

アスクルアリーナ等
売上高

深刻な景気悪化の中
当初の利益目標を達成

09/５期

3

09/５期 連結業績のポイント

深刻な景気悪化局面においても
当初の利益計画を達成

・ 次世代ビジネスモデル「ソロエル」については、当初予
定以上のお客様数を獲得し、営業損益は計画を上回る

・ 継続的なコスト構造改革の成果によりローコストオペレ
ーションの定着

・ 将来的な競争力強化を目的にＢｉｚｅｘの株式取得（100
％子会社化）
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09/５期 連結営業利益の増減要因

08/５期（実績）
97.2億円

09/５期（計画）
81.0億円

（億円）

売
上
増
に
よ
る
利
益
増

売
上
減
に
よ
る
利
益
減

売
上
総
利
益
率

低
下
に
よ
る
利
益
減

販
管
費
減
に
よ
る
利
益
増

（当
初
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費
用

約
５
億
円
は
販
管
費
に
て

予
算
計
上
）

＋26.9*
△1.1*

△42.1*

△25.0* ＋38.2*

09/５期（実績）
82.4億円

△11.7*

（１）売上増加のための
プロモーション費用
1.6億円

（２）ソロエル他
先行投資 約16.5億円
差額約９億円

（１）売上増加のための
プロモーション費用
約５億円

（２）ソロエル他
先行投資 約19億円
（前期実績 約７億円）
差額約13億円

販
管
費
増
に
よ
る
利
益
減

売
上
総
利
益
率
低
下
に
よ
る
利
益
減

深刻な景気悪化の中
当初の利益目標を達成

売上計画比 △5.2％
売上総利益率 23.3％
販管費率 19.0％
営業利益率 4.3％

*   社内管理数値のため、公認会計士または監査法人の関与はございません。
** 増販による変動費増分含む。

次世代ビジネスモデルへの
先行投資
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+13.24,000△9.22.44,5282.64,987当期純利益

+0.68,200△15.94.38,2465.29,810経常利益

+1.78,100△15.34.38,2405.19,729営業利益

△9.539,966+1.219.036,17518.935,757販管費

△7.648,066△2.423.344,41524.045,486売上総利益

△5.2200,913+0.4100.0190,469100.0189,686売上高

計画比
(b)/(c)-1  

（％）
計画(c)

（百万円）

前期比
(b)/(a)-1

（％）
売上比
（％）

実績(b)
（百万円）

売上比
（％）

実績(a)
（百万円）

2009年５月期2008年５月期

09/５期 連結業績の概要
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+528△4584,528△9874,0004,987当期純利益

+46△1,5648,246△1,6108,2009,810経常利益

+140△1,4898,240△1,6298,1009,729営業利益

△3,791+41836,175+4,20939,96635,757販管費

△3,651△1,07144,415+2,58048,06645,486売上総利益

△10,444+782190,469+11,226200,913189,686売上高

(c)-(b)(c)-(a)実績(c)(b)-(a)計画(b)実績(a)

計画差前期差09/5期差09/5期08/5期

単位：百万円

（参考）09/５期 連結業績の概要
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10/５期から11/５期に向けて

～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高、営業利益の推移

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

ソロエル
黒字化

除く、
アスクルアリーナ等
売上高

（億円）

11/５期～
（大きな飛躍）

07～09/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

既存＋ソロエル
相乗効果による

売上拡大

05～06/５期
（持続的成長）

アスクルアリーナ等
売上高

景気悪化

10/５期
対前期増分

125億円

ソロエル、ぽちっとアスクル、
上海アスクル*、

Ｂｉｚｅｘ*対前期増分

67億円（54％)

009/9/５５期第３四半期開示期第３四半期開示資料資料改訂改訂

11/５期以降、売上高、利益共に大きな成長段階へ

* 愛速客楽（上海）貿易有限公司およびBizex株式会社の単体損益よりグループ間取引高を除いたものです。
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10/５期から11/５期に向けてのポイント

次世代ビジネスにより大きな成長期に入る
・ 10/５期は、お客様の節約志向の高まり等による購買行動の変化に対応しつつ、

次世代ビジネスモデルを積極推進。
11/５期は、次世代ビジネスモデル構築を完了させ、売上高、利益と共に大きな
成長段階を迎える予定。

・ ソロエル
10/５期はモデル構築を完了させ、厳しい経済環境を追い風に成長を目指す。
11/５期に年度黒字を目標とし、トップラインの成長に大きく寄与。

・ 上海アスクル
10/５期は、グローバル展開への基礎の構築を目指し中国での販売活動を本格
化。 11/５期に単月黒字を目標とし、アジアへのグローバル展開のベースとなる
事業モデルが完成予定。

・ ぽちっとアスクル
個人向け購買サイト「ぽちっとアスクル」は、商材の拡充を図り着実に成長予定。

9
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10/５期計画 連結営業利益の増減要因

09/５期（実績）
82.4億円

（億円）

売
上
増
に
よ
る
利
益
増

+29.2*

10/５期（計画）
70.0億円

売上前期比 +0.4％
売上総利益率 23.3％
販管費率 19.0％

売上高増額 +125億円
・ソロエル、ぽちっとアスクル
上海アスクル**、Bizex**

+67.2億円
・上記以外 +58億円
（内アスクルアリーナ +33億円）

* 社内管理数値のため、公認会計士または監査法人の関与はございません。
** 愛速客楽（上海）貿易有限公司およびBizex株式会社の単体損益よりグループ間取引高を除いたものです。
*** 増販による変動費増分含む。

売
上
総
利
益
率
低
下
に
よ
る
利
益
減

販
管
費
増
に
よ
る

利
益
減

下記除く △13.2億円

ソロエル、ぽちっとアスクル、
上海アスクル**、Bizex** △21.9億円

△35.1*

△6.4*

売上前期比 +6.6％
売上総利益率 23.0％
販管費率 19.6％

・業務統合システムの稼動により一時的に固定
費の比率が上昇。来期以降の売上の成長およ
びコスト削減に寄与。
・景気悪化による影響を織り込む。
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△27.11.63,3002.44,528当期純利益

△17.53.36,8004.38,246経常利益

△15.03.47,0004.38,240営業利益

+9.719.639,69019.036,175販管費

+5.123.046,69023.344,415売上総利益

+6.6100.0203,000100.0190,469売上高

前期比
（％）

売上比
（％）

金額
（百万円）

売上比
（％）

金額
（百万円）

2010年５月期2009年５月期

10/５期 連結業績の見通し
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10/５期 連結業績の上・下期見通し

△18.42.02,100△38.61.21,200当期純利益

△5.94.14,299△32.02.52,500経常利益

△5.14.24,400△27.82.62,600営業利益

+11.218.719,555+8.320.520,135販管費

+7.822.923,955+2.423.122,735売上総利益

+10.6100.0104,600+2.6100.098,400売上高

前年同期比

（％）
売上比
（％）

金額
（百万円）

前年同期比

（％）
売上比
（％）

金額
（百万円）

2010年５月期 下期2010年５月期 上期
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ⅠⅠ 09/09/５期の実績と５期の実績と
10/10/５期以降の見通し５期以降の見通し

ⅡⅡ 10/10/５期施策と業績見通し５期施策と業績見通し

ⅢⅢ 09/09/５期業績概要５期業績概要
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ソロエル

間接材一括購買システムは順調に稼動開始

“企業の間接材電子購買におけるデファクトスタンダードとなり
お客様の競争力強化に貢献する”

Simple solution for excellence

お客様購買代理人の立場で全て「そろえる」
一括購買・共同購買・購買管理をリードする
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「ソロエル」の進捗状況

ご導入企業様

・アサヒビールグループ様 ・オムロングループ様

・資生堂グループ様 ・ソニーグループ様
*

・ジェイアール東日本商事様（09年６月９日当社プレスリリースご参照ください。）

ジェイアール東日本スポーツ様

当初計画を上回る
累計５企業グループ98社のお客様に導入

お客様への導入は順調、厳しい経済環境が追い風に

*ソニーグループ様では、間接材購買業務のみ「ソロエル」が代行。

15

13/５期目標
通過額 : １兆円超
売上高 : 1,000億円超
累計5,000社超の稼動を計画
営業利益率 :会社の中期的目標の７％以上

13/５期目標
通過額 : １兆円超
売上高 : 1,000億円超
累計5,000社超の稼動を計画
営業利益率 :会社の中期的目標の７％以上

11/５期目標
「ソロエル」 累計約1,000社への導入計画
黒字化見込み

11/５期目標
「ソロエル」 累計約1,000社への導入計画
黒字化見込み

09/５期目標
09/５期中に累計４企業グループ 約80社のお客様に導
入予定
営業利益 △14.4億円見込み

09/５期目標
09/５期中に累計４企業グループ 約80社のお客様に導
入予定
営業利益 △14.4億円見込み アサヒビール

グループ様

10/５期目標
「ソロエル」の本格展開開始 累計約300社への導入計
画 (中堅企業向けモデル含む)
営業利益 △11.7億円見込み

10/５期目標
「ソロエル」の本格展開開始 累計約300社への導入計
画 (中堅企業向けモデル含む)
営業利益 △11.7億円見込み

目標（前回08年7月開示） 実績目標（今回09年7月開示）

09/５期実績
09/５期中に累計５企業グループ 98社のお客様に導入
、導入社数では期首予想を上回る（09/７月現在は５企
業グループ100社）
営業利益 △11.7億円

09/５期実績
09/５期中に累計５企業グループ 98社のお客様に導入
、導入社数では期首予想を上回る（09/７月現在は５企
業グループ100社）
営業利益 △11.7億円

11/５期目標 （当初開示より変更なし）
「ソロエル」 累計約1,000社への導入計画
営業利益 黒字化見込み

11/５期目標 （当初開示より変更なし）
「ソロエル」 累計約1,000社への導入計画
営業利益 黒字化見込み

13/５期目標 （当初開示より変更なし）
通過額 : １兆円超
売上高 : 1,000億円超
累計5,000社超の稼動を計画
営業利益率 :会社の中期的目標の７％以上

13/５期目標 （当初開示より変更なし）
通過額 : １兆円超
売上高 : 1,000億円超
累計5,000社超の稼動を計画
営業利益率 :会社の中期的目標の７％以上

10/５期目標
「ソロエル」の本格展開開始 累計約300社への導入計
画（業務統合システムの開発遅れにより、中堅企業向
けモデルは遅れる）
共同購買推進
営業利益 △10.6億円見込み

10/５期目標
「ソロエル」の本格展開開始 累計約300社への導入計
画（業務統合システムの開発遅れにより、中堅企業向
けモデルは遅れる）
共同購買推進
営業利益 △10.6億円見込み

「ソロエル」の展開計画
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「ソロエル」がもたらす効果事例

計画

（億円）

【効果事例】
手作業の「見積→受入」をシステム導入
により87.5分→56.5分に短縮
トータル工数で10,300時間の削減

【効果事例】
電子カタログ化推進による時間短縮15分/1件
3,400時間（約1,700万円）の業務コスト削減

【効果事例】
自社購買システムからソロエルシステムへ
プロキュアメント業務もアウトソースし、人件費を
含めた運用経費を年間約3,500万円削減

【効果事例】
カテゴリーごとにソーシング実施し平均30%の
契約単価低減
支出抑制の施策によるコスト削減（40%実績あり）

ソロエル通過額（累計）
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集約型

付 加 価 値 提 供 型

共同購買／機能見直し型

サ ー ビ ス 提 供 型

物流 / 請求などソロエルが集約することによ

り、無駄の削減/CO2削減/コスト削減に貢献

(エコ物流、一括請求他)

サプライヤ販売機会の創出 / 販売管理

費削減への貢献

商材の機能や購買方法(数量 / タイミング他)を

見直すことによる大幅なコスト削減への

貢献

お客様 サプライヤ

仕 入売 上
粗利 Ｘ％

お客様
システム利用料

業務代行料

システム利用に
伴う課金

購買業務の委託
請負に伴う課金

実施前

１００

実施後

７０

実施後ｻｰﾋﾞｽ財総
額のＸ％を手数料と
してＹ年間課金

Ｘ％

お客様 サプライヤ

発 注 受 注

物 流

商流通過手数料
Ｘ％、広告他

物販差益だけでなく、幾つかの新たな収益構造で構成物販差益だけでなく、幾つかの新たな収益構造で構成

「ソロエル」の今後の計画 - 収益パターン
009/9/５５期第２四半期開示期第２四半期開示資料資料改訂改訂
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集約型
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共同購買／機能見直し型

サ ー ビ ス 提 供 型

物流 / 請求などソロエルが集約することによ

り、無駄の削減/CO2削減/コスト削減に貢献

(エコ物流、一括請求他)

サプライヤ販売機会の創出 / 販売管理

費削減への貢献

商材の機能や購買方法(数量 / タイミング他)を

見直すことによる大幅なコスト削減への

貢献

お客様 サプライヤ

仕 入売 上
粗利 Ｘ％

お客様
システム利用料

業務代行料

システム利用に
伴う課金

購買業務の委託
請負に伴う課金

実施前

１００

実施後

７０

実施後ｻｰﾋﾞｽ財総
額のＸ％を手数料と
してＹ年間課金

Ｘ％

お客様 サプライヤ

発 注 受 注

物 流

商流通過手数料
Ｘ％、広告他

物販差益だけでなく、幾つかの新たな収益構造で構成物販差益だけでなく、幾つかの新たな収益構造で構成

「ソロエル」の今後の計画 - 収益パターン
009/9/５５期第２四半期開示期第２四半期開示資料資料改訂改訂

「ソロエル」における10/５期売上高構成予想

約60～70％

「ソロエル」における
10/５期売上高構成予想

約30～40％

「ソロエル」における
10/５期売上高構成予想

約５％

「ソロエル」 09/５期に取引開始の５グループで
10/５期 約１４億円の売上予定

19

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL
e-Pro

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｱﾘｰﾅｱﾘｰﾅ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ぽぽちっとちっと
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

個個 人人

次世代ビジネスモデル「ソロエル」のお客様基盤となる次世代ビジネスモデル「ソロエル」のお客様基盤となる
中堅・大企業の中堅・大企業の売上高・売上高・契約企業数契約企業数はは堅調堅調に推移に推移

次世代ビジネスモデルのお客様基盤となるアスクルアリーナ

0

50

100

04/５月 05/５月 06/５月 07/５月 08/５月 09/５月

0

100

200

300

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 09/５期

上期 下期

アスクルアリーナ等売上金額の推移

アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移

（億円）

（100社）

42.1

85.6

149.4

224.8

297.9

345.1

11

27

56

83
103

128

10/５期 目標 378億円
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愛速客楽（上海）貿易有限公司の概要
設立時期： 06年12月
本社所在地：上海市徐匯区
資本金： 11,300,000 USD
社員数： 101名（09年３月現在）
事業内容
①日本向け調達購買支援事業
②中国国内向け卸・小売販売事業

「上海アスクル」 愛速客楽（上海）貿易有限公司

０９年７月より 上海にて販売ビジネス本格展開

愛速客楽（上海）貿易有限公司で販売のテストマーケティングを実施
当初の予定より時間を要したが、アジア展開型ビジネスモデルの構築開始

21
0707 0709 0711 0801 0803 0805 0807 0809 0811 0901 0903 0905

お客様数

販売事業：テストマーケティング期のお客様数推移

取扱商品数
約1,000アイテム

０号カタログ

１号カタログ

取扱商品数
約5,000アイテム

飛躍に向けての
体制整備

稼動お客様数の推移

アジア市場をターゲットにグローバル展開の基礎構築に向けて

０号カタログ 07年７月発刊
１号カタログ 08年７月発刊
２号カタログ 09年６月発刊

09/５期 保守的に投資
損失引当金の計上
6.6億円（単体）

テストマーケティング開始
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０９年本格展開開始 ２号カタログ発刊

掲載商品
7,355SKU（OA/PC、文具、生活用品、家具）
（Ｗｅｂ販売：10,417SKU）

販売方法
店舗 ：２店舗展開
カタログ ：492頁
（上海でのオフィス通販カタログ業界No.１* のボリューム）

Ｗｅｂサイト：７月全面リニューアル予定

サービスレベル配送：
上海市内全域翌日配達（100元以上送料無料）
返品 ：15日以内返品可能
決済 ：代引（原則）、信用度合により月締め
営業時間 ：9:00～17:30 土日祝休み

* 当社調べ 09年６月29日発刊

23

「上海アスクル」２号カタログ
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「上海アスクル」２号カタログ

25

「上海アスクル」２号カタログ
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0

1

2

3

4

5

6

7

08/５期 ３Q 08/５期 4Q 09/５期 1Q 09/５期 2Q 09/５期 3Q 09/５期 4Q

個人向け購買サイト「ぽちっとアスクル」

「ぽちっとアスクル」の進化

09/５期売上高伸張率 +34.3％（前期比）

お客様のご要望にお応えし、商材の拡大、サイトの使いやすさの
向上を追求してまいります。

「ぽちっとアスクル」売上高の推移

07年12月３日
「ぽちっとアスクル」

ＯＰＥＮ！

08年７月22日
モバイル版 ＯＰＥＮ！

09年１月８日
TOP画面 刷新

ＯＰＥＮ！

27

09年１月８日

ＴＯＰ画面刷新 ＯＰＥＮ！

09年１月８日

ＴＯＰ画面刷新 ＯＰＥＮ！

「ぽちっとアスクル」ＴＯＰ画面刷新
お客様のライフスタイルの一部となるための進化継続

10/５期も更なる成長へ
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10/５期 連結業績の見通し

１. 売上高 2,030億円（前期差 +125億円 前期比 +6.6％）

２. 売上総利益率 23.0％ (前期差 △0.3％ポイント）

（１）ソロエル、ぽちっとアスクル、上海アスクル*、Ｂｉｚｅｘ*による売上増
次世代ビジネスの成果の現れ （前期差 +67.2億円）

*愛速客楽（上海）貿易有限公司およびBizex株式会社の単体損益よりグループ間取引高を除いたものです。

（２）上記以外による売上増
・中堅・大企業向けアスクルアリーナ等の売上拡大
アスクルアリーナ等売上高目標 378億円（前期差 +33億円）

・深刻な景気悪化による、お客様の節約志向の高まり等、購買行
動の変化に対応。価格に対するお客様の要望が強まる中、競合
優位性を維持しお客様基盤を拡大、増収をめざす。

・インターネットでの売上、新規のお客さま開拓強化継続
インターネット売上高比率 10/５期末目標（単月・単体） 60.5％
（09/５期５月度 単月・単体実績 57.7％）

29

３. 販管費比率 19.6％（前期差 +0.6％ポイント） +35億円
【主な増加要因】

（１）ソロエル、ぽちっとアスクル、上海アスクル*、Bizex* +21億円
・事業拡大に伴う、人件費、ソフトウェア償却費、業務外注費用が増加

(Bizexの連結において人件費が増加する一方、配送運賃は低下いたします)
*愛速客楽（上海）貿易有限公司およびBizex株式会社の単体損益よりグループ間取引高を除いたものです。

（２）上記を除く販管費増 +13億円
・次世代ビジネスモデルの基幹ともなる

業務統合システムの償却費、ホスティング費他 6.9億円
・販売促進費用 3.7億円
・売上増加に伴う変動的費用の増加

４. 設備投資 27億円
【主な内訳】
・業務統合システム 13億円
・環境配送およびまとめ配送、各物流センターメンテナンス他 ６億円
・ソロエル（間接材一括購買システム） 中堅企業向けモデルの開発他 ３億円
（参考）減価・ソフトウェア償却費 34億円（前期差 +7.2億円）

10/５期連結業績の見通し
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コスト構造改革

上記の改善数値は、会計上の数値とは異なり、社内管理会計上のシュミレーションによるものです。

コスト構造改革３年目の09/５期は当初の計画通り、業務改革推進
（部門）にて、他部門との協働による横断的業務改善（BPR*）による
効率化を図る一方、全社（全社員）をあげての「無駄バスターズ」活
動を通して業務改善を推進。

(主な活動)
業務改革推進と他部門との協働によるBPR*

１. 09/５期購入パソコン（ノート、デスクトップ、モニター）等の購買方
法変更

２. 期限管理対象商品（有期商品）の管理手法改善
09/５期 上記で約0.8億円のコスト削減効果
その他、16案件の実施

* Business Process Reengineering の略。企業活動に関するある目標を設定し、それを達成するために業務内容や
業務の流れ、組織構造を分析、最適化すること。

3131

コスト構造改革取組み事例

環境負荷の低減とコスト削減
返品及びそれに伴う廃棄の削減

- 継続的活動がコスト構造に変革をもたらす -

３．カタログ表記改善

お客様からの返品の約半数は、
「お客様のカタログの見間違
え・買い間違え」となっておりま
した。アスクルでは、よく返品
が発生する商品のカタログ
ページを分析し、お客様が買
い間違えを起こしにくく、商品
を選びやすいカタログ表記に
努めております。その結果、
09/５期においては、返品率を
07/５期比で約24％削減するこ
とができました。

４．返品センターにおける良品化
商品廃棄削減の取り組み

お客様から返品された商品の約
半数は、廃棄処分となっておりま
した。アスクル返品センターでは、
各サプライヤと協働で商品の良品
化を推進しております。また、良品
化困難な商品は『わけあり品』とし
てWebサイトを活用し、お客様にご
了解をいただき、お買得価格でご
提供しております。その結果、 09/
５期においては、廃棄額を07/５期
比で約38％削減することができま
した。
今後も廃棄削減を促進します。

07/5期の廃棄金額を100とした場合の推移。毎年

着実に廃棄削減を進めております。

廃棄金額の推移

100

87

62

40

60

80

100

07/５期 08/５期 09/５期

08/08/５期開示時点予測５期開示時点予測:: 6969

商品廃棄損の削減等 09/５期 総額 約1.5億円コスト削減効果

上記の改善数値は、会計上の数値とは異なり、社内管理会計上のシュミレーションによるものです。
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コスト構造改革取組み事例

上記の改善数値は、会計上の数値とは異なり、社内管理会計上のシュミレーションによるものです。

全社をあげての「無駄バスターズ」活動
330案件、286件実施

１．提案活動：毎期首ごとに全部門より「身の回りの無駄」「見えない無駄」等を抽出
２．月例会議：全部門の提案に対する進捗を確認、活動内容のプレゼンも実施
３．見える化：活動結果の「可視化」、「数値化」を促進

（主な活動） 無駄バスターズ
・「アスクルスイート」賞品の物流改善
・問い合わせセンター業務改善
・カスタマーマーケティング部門 お掃除活動他

09/５期総額 約1.2億円のコスト削減効果

33

70

80

90

100

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

コスト構造改革取組み事例単体単体

（億円）

在庫削減の推移

これらのコスト構造改革取組みの多くは、10/５期以降のロー
コストオペレーションを実現に貢献いたします。

（月度）

09/５期

07/５期

08/５期



2009年5月期 連結業績概要（2009.07.02）

Copyright(c) 2009 ASKUL Corporation. All rights reserved. 18

34

Ｂｉｚｅｘ 株式取得(100％子会社化)

Ｂｉｚｅｘ株式会社の概要 （09年５月20日現在）

株式取得の目的

１．ソロエルサービスの本格展開に際し、環境配慮を視野に入れた物流サー
ビス提供（環境配送）と物流効率の一段の向上を目指す。

２．お客様への直接リーチ（ラスト・ワン・マイル）を担う機能を持ち、お客様満
足度の向上を図る。

10/5期 営業利益目標 5.2億円

資本金 ： 90百万円

従業員 ： 約170名 （倉庫内パート・アルバイトを除く）

主な事業内容 ： 物流業 （倉庫運営、在庫管理、小口配送）

主な事業所 ： 東京、神奈川、仙台、名古屋、大阪、福岡

取得価額 ： 80億円（付帯費用含む）

35

Ｂｉｚｅｘ将来に向けて

お客様への直接リーチ
（ラスト・ワン・マイル）

Ｂｉｚｅｘ
配送パートナー

物流コスト効率化
環境配送の実現

配送サービス向上

お
客
様

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

次世代循環型プラットフォームの構築の中核となり
競争優位を実現



2009年5月期 連結業績概要（2009.07.02）

Copyright(c) 2009 ASKUL Corporation. All rights reserved. 19

36

アスクルの環境中期計画

サプライヤー アスクル お客様原材料

安心
安全

ＣＳＲ
調達

ＣＯ２削減

品質
保証

エコ割
静脈物流

ＤＢ
見える化

ＥＣＯ
ＴＵＲＮ配送

ムダの排除と環境品質の信頼性を確保しながら、お客様が安心して購
買が行えるサービスを提供するためすべてのプロセスをエコ化する。

環境基準
ＣＳＲ
調達

ＤＢ

森林
保全

生物
多様性

トレーサビリティの確保

ふるい
ふるい

商品

商品

情報

貧困

雇用

化学物質

37

09/５期における主な環境保全活動

０９年４月より、お届け時の梱包資材のゼロ化を目指した
「ＥＣＯ-ＴＵＲＮ配送」をスタート。

再利用可能なリターナブルバック（通い袋）や折りたたみコ
ンテナ（通い箱）で商品をお届けし、アスクルが回収、再び
商品のお届けに使用する仕組みで、お客様先での廃棄物
削減とアスクルの梱包資材の使用量の最小化を目指しま
す。

専用便が可能にしたＥＣＯ-ＴＵＲＮ配送のスタート



2009年5月期 連結業績概要（2009.07.02）

Copyright(c) 2009 ASKUL Corporation. All rights reserved. 20

38

アスクル環境方針の改定

09/５期において、これまでの環境活動
を、より強力に推進させるため、「アスク
ル環境方針」の改定を行いました。

本方針では、アスクルの事業活動の基
盤である流通プラットフォームを、お客
様、社会、地球環境にとって、「最適」で
「ローコスト」な「エコプラットフォーム」に
進化させていくことを宣言しています。

今後も、この環境方針のもと、事業活動
の各領域において具体的な環境保全活
動を展開していきます。

わたしたちは、「お客様のために進化する」という企業

理念のもと、持続可能な社会の実現に向け、お客様、
社会、地球環境にとって、「最適」で「ローコスト」なエコ
プラットフォームを構築していきます。

わたしたちは、事業活動に伴う環境への影響を把握

し、以下の項目について中長期的な目標を定め、目標
達成に向け全社一丸となって活動していきます。

わたしたちは、この環境方針に沿って、法令および自
主的に受入れを決めた要求事項を順守すると共に、マ
ネジメントシステムの運用・強化を継続的に行い、その
進捗と成果を公開していきます。

●環境情報の見える化を通じて、お客様に環境負荷の少ない購買システムをご提供します。

●環境に配慮した商品やサービスを通じて、エコロジカルなワークスタイルをご提案します。

●環境負荷の低減とお客様サービスの向上を目指したロジスティックスサービスを実現します。

●情報の共有化と有効活用により、低炭素型のデマンド・チェーン（＊）を実現します。

●わたしたち一人ひとりが企業市民としての自覚をもち、広く社会貢献活動を推進します。

アスクル環境方針
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紙製品の責任ある調達と環境保全のための寄付

・08年初旬に発生した「古紙偽装問題」に伴い、弊社内で発生した業務対応費
用等について、該当仕入先ならびに製紙会社に対し請求を実施。
・上記請求の結果、該当仕入先ならびに製紙会社より、２年間で約7,100万円
の拠出金の支払いを合意。
・古紙パルプ配合商品の環境価値を考慮してご購入いただいた多くのお客様
のご意思を考え、その全額をＷＷＦ（世界自然保護基金）ジャパンに寄付。

１．寄付金の使途：

２．寄付使途期間：

３．寄 付 金 額：

ＷＷＦジャパン
「アジア森林保全支援プロジェクト」

09年７月１日～11年６月末日

09年４月 52百万円

10年１月 19百万円（予定）

【寄付概要】

ＷＷＦジャパンへのこれまでの寄付実績

03/５期よりの累計寄付金額 １億円
寄付を毎期継続しております。
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株主に対する利益還元-１

資本効率の向上と総合的な利益還元
自己株式の公開買付けによる取得と消却を実施

自己株式の公開買付けによる取得
◆取得日 09年２月24日
◆取得株式数 11,000,000株

自己株式の消却
◆消却日 09年３月31日
◆消却株式数 5,500,000株

（09年５月20日現在）
◆発行済株式総数 38,189,400株 ◆自己株式 7,200,856株

本自己株式の公開買付けによってプラス株式会社の当社株式の所有割合が低
下した事により、当社の経営の自主性及び独立性、並びに購買代理としての中
立性をより一層強化し、「ソロエルサービス」を始めとした次世代ビジネスモデル
の展開を促進させ、当社事業の成長を加速させるものと考えております。
また、本公開買付けにより、留保金課税が適用除外された結果、従来より法人
税の税負担額は軽減されました。（09年１月23日当社ＩＲリリース一部変更）

41

利益配分に関する基本方針
当社の利益配分に関しましては、健全なキャッシュ・フローと安定した財務体
質を維持しつつ、「中長期的な企業価値向上のための設備投資資金としての
内部留保の確保」と「株主の皆様のご要望にお応えするための株主還元とし
ての配当政策」をバランスさせながら、総合的に判断して実施致します。

１．09/５期配当
07/５期より計画的に取り組んで参りました大型設備投資が一巡いたしました。
◆１株あたり年間配当金30円を実施 （10円増配）

２．10/５期配当（予想）
中期的には次世代ビジネスモデルの中核となる「ソロエル」の損益好転や物
流子会社であるＢｉｚｅｘの買収効果などが見込まれるため、株主の皆様への
安定的な配当を実施いたします。

◆１株あたり年間配当金30円を予定

株主に対する利益還元-２ 配当について
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ⅠⅠ 09/09/５期の実績と５期の実績と
10/10/５期以降の見通し５期以降の見通し

ⅡⅡ 1010//５期施策と業績５期施策と業績見通し見通し

ⅢⅢ 09/09/５期業績概要５期業績概要
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１. 売上高 1,904億円

計画差 △5.2％ 前期差 +0.4％

＜半期ごとの売上高の推移＞
上期：959億円（計画差 △2.0％ 前期差 +3.4％）
下期：945億円（計画差 △8.3％ 前期差 △2.4％）

＜主なポイント＞

・急速な景気悪化が続く厳しい状況の中、お客様の節約志向の高まりにより 家具等の
耐久財や文具を中心に需要が低下。お客様単価も低下傾向。

・価格感応度の高い消耗品を主体に、価格優位性を維持した結果、お客様数は堅調に
推移。

・インターネットを利用した広告、販売促進活動および次世代ビジネスモデルのお客様
基盤となるアスクルアリーナにより、お客さま基盤は拡大。

09/５期連結業績の主なポイント
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30

100

170

240

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

（月度）

（億円）

単体単体

460億円
前１Ｑ比 +4.0％

482億円
前４Ｑ比 △4.6％

稼
動
日
数

稼
動
日
数

09/09/５５期期

08/08/５５期期

7788

7788

7575

7575

7272

7272

7171

7272

495億円
前２Ｑ比 +2.7％

前前年同年同期比期比（年間累計）（年間累計） ++0.30.3％％

業績の主なポイント

457億円
前３Ｑ比 △0.4％

09/5期08/5期

06/5期 07/5期

計計 296296

計計 297297
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購入お客様数・単価の推移単体単体

50

75

100

125

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

前１Ｑ比
△1.8％

前４Ｑ比
△7.2％

08/５期
07/５期

09/５期

前２Ｑ比
△2.2％

前前年同年同期比期比（年間累計）（年間累計） △△4.04.0％％

購入お客様単価の推移

06/５期

75

100

125

150

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

前１Ｑ比
+5.9％

08/５期

07/５期

09/５期

前４Ｑ比
+2.8％

前２Ｑ比
+5.0％

前前年同年同期比期比（年間累計）（年間累計） +4.5+4.5％％

購入お客様数の推移

＊05/６月度を100として指数化しております。

急激な景気悪化の中、お客様単価は減少。お客様数は堅調に推移。

06/５期

前３Ｑ比
△4.7％

前３Ｑ比
+4.4％

（月度）（月度）
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２. 売上総利益率 23.3％

計画差 △0.6％ポイント 前期差 △0.7％ポイント

＜半期ごとの売上総利益率の推移＞
上期：23.1％（計画差 △0.8％ポイント 前期差 △1.0％ポイント）
下期：23.5％（計画差 △0.5％ポイント 前期差 △0.5％ポイント）

＜主なポイント＞
・上期は、原材料価格の高騰を主因とする仕入価格上昇のため、一時的に悪化傾向を

見せましたが、10月の価格改定により一定の改善が見られる。

・下期は、仕入価格の抑制に努め仕入価格の改善を進めましたが、お客様の価格に対
するご要望が強まる中で競合優位性を確保するため、消耗財を中心に価格を引き下
げ、新たなお客様の増販による総利益額の確保に努める。また、オフィス家具を中心
に粗利率の高い商品の売上高が低下したこともあり計画値には至らず。

・プロモーション費用は、当初販管費にて５億円予定しておりましたが、売上値引処理し
ております。 （1.6億円）

09/５期連結業績の主なポイント
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・景況感の悪化による、お客様の購買行動の変化により、オフィス家具、事務用品が低調。
・消耗財項目では、コピー用紙、生活用品が堅調に推移。
・その他区分では、メディカル＆ケアが伸長。

品目別売上高、粗利率

189,686

20,942

168,744

8,985

32,945

44,901

81,912

金額
（百万円）

通期

08/５期

24.0

27.7

23.5

22.6

28.9

26.9

19.6

粗利率
（％）

+0.4

△21.5

+3.1

+19.4

+8.7

△0.6

+1.2

売上前年
同期比

（％）

23.3

29.2

22.8

18.3

27.5

25.8

19.6

粗利率
（％）

190,469

16,435

174,034

10,724

35,805

44,617

82,886

金額
（百万円）

通期

△2.4

△27.6

+0.6

+21.9

+6.9

△3.9

△1.8

売上前年
同期比

（％）

23.5

28.8

23.0

18.6

27.7

25.8

20.2

粗利率
（％）

94,532

7,664

86,868

5,933

17,632

22,223

41,079

金額
（百万円）

下期

+3.4

△15.3

+5.7

+16.3 

+10.5

+2.8

+4.3

売上前年
同期比

（％）

23.1

29.5

22.5

18.0

27.3

25.8

19.1

粗利率
（％）

95,936

8,770

87,166

4,791

18,173

22,394

41,806

金額
（百万円）

上期

09/５期

区分

事務用品

合計

オフィス
家具

小計

その他

オフィス
生活用品

ＯＡ・ＰＣ
用品
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09/５期連結業績の主なポイント

３. 販管費 売上高販管費比率 19.0％

計画差 △38億円 △0.9％ポイント
前期差 0.1％ポイント

＜半期ごとの売上高販管費率の推移＞
上期：19.4％（計画差 △0.9％ポイント 前期差 +0.1％ポイント）
下期：18.6％（計画差 △1.0％ポイント 前期差 +0.1％ポイント）

＜主なポイント＞

・「ソロエル」等への投資が続く中、継続的なコスト構造改革の推進
によるローコストオペレーションを実現
業務委託費・業務外注費（計画差△９億円）その他多くの科目で計画を下回る。

・プロモーション費用は、当初販管費にて５億円を予定しておりまし
たが、売上値引処理 （1.6億円）

・売上計画未達による減少

49

09/５期連結業績の主なポイント

４. 特別損失 2.8億円（前年差 △4.6億円）
【主な内訳】
・既存の基幹システムに関する臨時償却費 1.7億円

５. 設備投資 45億円（計画 63億円）
（長期前払費用 5.8億円を含め51億円）

【主な内訳】
・業務統合システム 21億円（長期前払費用を含め26億円）

計画 32億円（08/５期実績3.3億円含む）
・ソロエル中堅モデル開発 ８億円

（長期前払費用を含め8.6億円、計画 10億円）

【計画差（合計）】 △18億円（長期前払費用を含め△12億円）

（主な要因）
業務統合システムの遅れによる。なお、同システムは09/11月完成予定で、
10/５期の設備投資額13億円（投資総額42億円）を予定。

（参考）減価・ソフトウェア償却費 26億円（計画 29億円）



2009年5月期 連結業績概要（2009.07.02）

Copyright(c) 2009 ASKUL Corporation. All rights reserved. 26

50

付 録
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① インターネット売上高比率

② オリジナル商品

45.7％△2.6％ポイント43.1％上 記 以 外

54.3％＋2.6％ポイント56.9％インターネット経由

2008/５期前期差2009/５期

11.7％0.3％ﾎﾟｲﾝﾄ12.0％売 上 高 構 成 比

35,237△1,08434,153
カタログ掲載商品数
（ 含 む 、 併 載 商 品 数 ）

3,094＋2623,356オ リ ジ ナ ル 商 品 数

2008/５期 ５月度前期差2009/５期 ５月度

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。
（注２） 各期年間の単体実績を記載しております。

（注１） 各期５月度の単月・単体実績を記載しております。
（注２） 売上高構成比には、オリジナル・コピーペーパーは含まれておりません。
（注３） 各数値は、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログ、家具カタログ等掲載品を含みます。

（単位：SKU）

《付録》
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③ 従業員数

498名

（107名）

736名

（173名）

従 業 員 数

外（倉庫内パート・アルバイト）

2008/５期末2009/５期末

《付録》

（注） 従業員数は就業人数（当社グループ外への出向者を除き、当社グループ内への出向者を含めており
ます。）であり、倉庫内パート・アルバイトは、期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。
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＋445.2％

＋185.0％

△20.2％

6823,719ソフトウェア仮勘定（注2）

413建 設 仮 勘 定 （ 注 2 ）

32 26リ ー ス 契 約 金 額

（単位：百万円）

（参 考）

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定およびソフトウェア仮勘定は消費税等を含んでおります。
（注３）09/５期 における主な設備投資は以下の通りであります。

業務統合システム 2,102百万円
ソロエル中堅モデルの開発 814百万円

＋37.9％

△51.3％

＋22.7％

前期比

2008/５期2009/５期
科目名

3,0594,219無 形 固 定 資 産

629306有 形 固 定 資 産

3,6884,525【 設 備 投 資 額 】

金 額金 額

④ 設備投資

《付録》
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（ご注意）
この資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら

将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想し
たものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画など
とは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものではござい
ません。また、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。なお、金
額は原則、億円未満切捨てにて記載しております。
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１. 売上高 1,904億円

計画差 △5.2％ポイント 前期差 +0.4％ポイント

＜半期ごとの売上高の推移＞
上期：959億円（計画差 △2.0％ポイント 前期差 +3.4％ポイント）
下期：945億円（計画差 △8.3％ポイント 前期差 △2.4％ポイント）

＜主なポイント＞

・急速な景気悪化が続く厳しい状況の中、お客様の節約志向の高まりにより 家具等の
耐久財や文具を中心に需要が低下。お客様単価も低下傾向。

・価格感応度の高い消耗品を主体に、価格優位性を維持した結果、お客様数は堅調に
推移。

・インターネットを利用した広告、販売促進活動および次世代ビジネスモデルのお客様
基盤となるアスクルアリーナにより、お客さま基盤は拡大。

09/５期連結業績の主なポイント


